
121

中
山
道
板
橋
宿
に
お
け
る
伝
馬
役
負
担
と
宿
開
発

中　
　

村　
　

陽　
　

平

は
じ
め
に

　

本
稿
は
中
山
道
板
橋
宿
に
お
け
る
宿
村
の
開
発
と
伝
馬
役
負
担
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
、
も
っ
て
江
戸
近
郊
宿
駅
の
特
質
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

伝
馬
役
負
担
に
つ
い
て
は
、
交
通
史
政
策
の
重
要
な
要
件
と
し
て
捉
え
ら
れ
、
古
く
か
ら
研
究
が
お
こ
な
わ
れ
多
く
の
業
績
が
蓄
積
さ
れ
て

い
る
こ
と
は
言
を
俟
た
な
い
。
そ
し
て
こ
れ
を
ま
と
め
た
の
は
丸
山
雍
成
氏
で
あ
る
。
丸
山
氏
は
、
宿
駅
の
政
治
的
・
経
済
的
基
盤
の
差
が
、

伝
馬
役
負
担
の
あ
り
方
に
反
映
し
、
負
担
方
法
に
変
遷
が
み
ら
れ
る
と
し
、
伝
馬
役
負
担
を
間
口
割
り
と
し
た
従
来
の
評
価
を
再
考
し
、
平
野

部
宿
駅
で
は
軒
別
か
ら
馬
役
は
高
割
、
人
夫
役
は
軒
割
の
ま
ま
か
小
間
割
に
移
行
。
城
下
町
・
山
間
部
宿
駅
で
は
軒
別
負
担
よ
り
馬
役
・
人
夫

役
と
も
間
口
割
り
・
小
間
割
に
移
行
す
る
点
を
明
ら
か
と
し
て
い
る
。
加
え
て
、
平
野
部
宿
駅
で
は
、
近
世
前
期
の
伝
馬
役
負
担
者
の
階
層
分

化
、
寛
文
～
元
禄
期
の
検
地
に
よ
り
夫
役
負
担
の
石
高
基
準
へ
の
移
行
が
確
定
さ
れ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。

　

一
方
、
宿
場
の
空
間
把
握
の
手
法
を
用
い
て
、
伝
馬
役
負
担
の
あ
り
方
を
明
ら
か
に
し
た
の
は
土
田
良
一
氏
で
あ
る
。
土
田
氏
は
、
馬
役
・

人
夫
役
の
役
負
担
内
容
の
組
み
合
わ
せ
と
、
伝
馬
役
負
担
地
の
空
間
構
成
に
つ
い
て
類
型
化
し
、
伝
馬
役
負
担
を
間
口
割
り
・
高
割
・
地
域
割

の
三
点
か
ら
分
析
を
試
み
て
い
る
。
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以
上
、
大
雑
把
な
把
握
を
試
み
た
が
、
伝
馬
役
負
担
の
問
題
に
つ
い
て
は
か
か
る
両
者
に
代
表
さ
れ
る
研
究
に
よ
り
、
そ
の
大
枠
が
提
示
さ

れ
て
以
降
、
逆
に
個
別
宿
駅
に
お
け
る
事
例
研
究
は
停
滞
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。
し
か
し
自
治
体
史
編
纂
な
ど
が
伸
展
し
、
史
料
発
掘
が

進
ん
だ
現
在
、
改
め
て
基
礎
的
問
題
に
立
ち
帰
り
、
個
別
事
例
の
蓄
積
を
計
る
こ
と
も
ま
た
研
究
を
深
化
さ
せ
る
上
で
必
要
な
基
礎
的
作
業
で

あ
る
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
改
め
て
個
別
宿
駅
に
お
け
る
伝
馬
役
負
担
の
あ
り
方
を
検
討
し
た
い
。
本
稿
は
新
た
な
論
点
を
提
示
す
る
も
の
で
は
な
い

が
、
伝
馬
役
負
担
を
考
え
る
上
で
、
地
域
の
開
発
と
伝
馬
役
負
担
と
い
う
視
点
か
ら
、
伝
馬
役
を
宿
村
の
問
題
と
し
て
捉
え
て
い
く
こ
と
と
す

る
。

　

な
お
本
稿
が
対
象
と
す
る
の
は
中
山
道
板
橋
宿
（
下
板
橋
宿
、以
下
板
橋
宿
と
す
る
）
で
あ
る
。
板
橋
宿
を
取
り
上
げ
る
理
由
の
一
つ
に
は
、

自
治
体
史
編
纂
の
成
果
に
よ
り
新
た
な
史
料
発
掘
が
進
ん
で
い
る
こ
と
。
そ
し
て
、
江
戸
四
宿
と
し
て
他
の
宿
場
と
比
較
し
特
異
な
性
格
が
看

取
さ
れ
う
る
の
か
検
討
を
加
え
る
た
め
で
あ
る
。
ま
た
本
稿
で
使
用
す
る
史
料
は
、飯
田
侃
家
文
書
（
板
橋
区
立
郷
土
資
料
館
所
蔵
）
で
あ
る
。

飯
田
家
は
江
戸
時
代
、
代
々
飯
田
新
左
衛
門
（
後
に
新
左
衛
門
家
を
分
家
し
、
宇
兵
衛
）
を
称
し
、
問
屋
、
脇
本
陣
・
中
宿
名
主
を
担
っ
た
家

で
あ
る
。

一　

板
橋
宿
の
概
要
と
特
徴

　

行
論
に
入
る
前
に
、
中
山
道
板
橋
宿
、
そ
し
て
宿
を
構
成
す
る
下
板
橋
村
を
概
観
し
て
お
き
た
い
。
板
橋
宿
は
、
下
板
橋
村
（
町
・
宿
）
一

村
の
複
数
集
落
で
構
成
さ
れ
る
「
一
村
多
集
落
形
」
の
宿
駅
で
あ
り
、
宿
駅
機
能
を
構
成
す
る
の
が
上
宿
・
中
宿
・
平
尾
宿
、
地
方
部
分
が
根

村
・
山
中
・
茶
屋
（「
新
編
武
蔵
国
風
土
記
稿
」）・
馬
場
で
あ
る
。
下
板
橋
村
の
石
高
は
、
武
蔵
田
園
簿
で
は
六
一
一
石
、
元
禄
郷
帳
九
九
四
石
、

天
保
郷
帳
一
一
一
三
石
で
あ
る
。
ま
た
、
寛
文
十
（
一
六
七
〇
）
年
の
検
地
で
高
六
六
三
石
余
り
、
延
宝
二
（
一
六
七
四
）
年
検
地
で
高

（
3
）
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一
二
七
〇
石
余
り
の
高
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
下
板
橋
村
は
、
延
宝
八
・
九
（
一
六
八
〇
・
一
）
年
に
加
賀
藩
前
田
家
の
下
屋
敷
地

と
し
て
村
内
三
〇
〇
石
余
り
を
上
地
さ
れ
、
高
九
七
〇
石
と
な
る
。

　

次
に
宿
部
分
で
あ
る
が
、
宿
並
の
う
ち
中
宿
は
「
古
町
」
と
さ
れ
、
問
屋
場
・
貫
目
改
所
・
高
札
場
・
本
陣
な
ど
が
立
地
す
る
宿
の
中
心
地

で
あ
り
、
平
尾
宿
は
近
世
中
後
期
以
降
に
茶
屋
町
と
し
て
発
展
し
、
遊
廓
的
性
格
を
も
っ
た
宿
で
あ
る
。
三
宿
そ
れ
ぞ
れ
が
組
を
組
織
し
名
主

を
置
き
、
各
名
主
が
問
屋
・
年
寄
・
脇
本
陣
を
兼
ね
て
い
る
。
町
並
み
は
一
五
町
四
九
間
、
宿
内
往
還
二
〇
町
九
間
（「
中
山
道
宿
村
大
概
帳
」）

で
あ
る
。
宿
助
成
は
、
中
山
道
に
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
江
戸
時
代
を
通
し
て
地
子
免
除
・
地
子
代
米
が
な
く
、
加
え
て
飛
脚
救
米
・
問
屋
救

米
も
設
定
さ
れ
て
い
な
い
。
一
方
、
江
戸
四
宿
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
明
和
元
（
一
七
六
四
）
年
に
は
、
飯
盛
女
一
五
〇
人
の
公
認
が
認
め
ら
れ

て
い
る
。

　

板
橋
宿
は
こ
う
し
た
遊
興
的
宿
場
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
般
的
に
「
繁
盛
す
る
江
戸
場
末
」
像
と
し
て
描
か
れ
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
実

際
に
は
、中
山
道
第
一
の
宿
で
あ
る
こ
と
か
ら
「
宿
継
御
着
用
宿
送
等
之
取
計
甚
多
」
い
上
に
、人
馬
の
戻
り
稼
ぎ
が
無
い
宿
場
で
も
あ
っ
た
。

ま
た
江
戸
近
郊
故
に
、宿
泊
に
供
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
い
点
に
も
特
徴
が
み
ら
れ
、宿
泊
施
設
も
大
規
模
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
点
は
、

本
陣
は
九
七
坪
余
と
中
山
道
の
平
均
一
八
〇
坪
に
比
べ
、
小
規
模
な
本
陣
で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
旅
籠
五
四
軒
（
大
三
五
・
中
一
二
・
小
七
）（
中

山
道
平
均
二
七
軒
、
内
、
大
六
、
中
一
〇
・
八
、
小
一
一
・
八
）
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
理
解
さ
れ
る
。

　

板
橋
宿
は
遊
興
地
的
性
格
が
強
い
宿
場
で
あ
る
一
方
、
基
本
的
に
は
宿
泊
を
伴
わ
ず
、
ま
た
稼
ぎ
も
制
限
さ
れ
た
点
に
特
徴
が
あ
っ
た
。
今

後
は
江
戸
出
入
り
口
の
宿
場
故
の
特
質
に
つ
い
て
時
代
の
変
化
を
踏
ま
え
な
が
ら
評
価
を
加
え
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

（
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二　

元
禄
期
の
板
橋
宿
の
開
発

（
一
）
元
禄
年
間
の
板
橋
宿
の
様
相

　

板
橋
宿
の
伝
馬
役
負
担
を
考
え
る
上
で
次
に
、
元
禄
年
間
の
板
橋
宿
を
取
り
巻
く
状
況
を
概
観
し
て
お
き
た
い
。
板
橋
宿
で
は
、「
天
和
元

年
戌
年
・
元
禄
七
戌
年
同
十
二
卯
年
宿
中
残
ら
す
壱
度
焼
失
仕
候
故
、
家
作
可
仕
様
無
御
座
小
屋
掛
ヶ
躰
ニ
而
御
座
候
間
、
往
来
旅
人
之
休
泊

も
無
御
座
弥
追
々
困
窮
仕
」（
後
掲
【
史
料
４
】）
る
状
況
で
あ
り
、
ま
た
「
古
町
長
七
町
余
有
之
候
内
極
り
候
本
陣
無
御
座
、
御
大
名
様
方
上

下
御
泊
休
幷
平
生
往
来
之
泊
休
共
無
御
座
候
間
、
連
々
と
町
中
之
困
窮
と
罷
成
り
、
御
伝
馬
役
勤
り
兼
迷
惑
ニ
奉
存
候
」
と
、
天
和
年
間
、
元
禄

年
間
の
二
度
の
宿
場
類
焼
に
と
も
な
い
家
作
を
失
っ
た
人
物
が
多
く
、
そ
の
結
果
「
極
り
候
本
陣
」
が
廃
絶
す
る
ほ
ど
宿
が
疲
弊
し
て
い
た
。

　

こ
う
し
た
元
禄
年
間
の
状
況
に
つ
い
て
、
元
禄
七
（
一
六
九
四
）
年
、
加
賀
藩
士
今
枝
民
部
直
方
が
記
し
た
紀
行
文
に
よ
る
と
、
板
橋
宿
は

「
こ
の
宿
に
潰
れ
者
散
在
し
、
遊
女
も
あ
り
、
江
戸
ち
り
に
て
あ
ふ
れ
者
の
集
る
所
な
れ
ば
気
遣
い
は
ふ
か
し
」
状
況
で
あ
っ
た
と
い
う
。
た

び
重
な
る
宿
の
類
焼
、
寛
文
・
延
宝
検
地
、
元
禄
年
間
の
通
行
量
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
宿
が
退
転
し
て
い
た
様
子
が
窺
え
る
。
そ
し
て
結
果

と
し
て
、
当
該
期
に
は
問
屋
場
が
二
軒
か
ら
一
軒
に
。
そ
し
て
本
陣
、
問
屋
を
務
め
る
人
物
が
廃
絶
し
て
い
た
。
他
宿
同
様
、
板
橋
宿
で
も
元

禄
年
間
頃
に
は
初
期
本
百
姓
が
退
転
し
、
宿
の
あ
り
方
に
変
化
が
生
じ
始
め
て
い
る
姿
が
看
取
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

（
二
）
御
林
の
開
発
と
下
げ
渡
し

　

さ
て
、
こ
う
し
た
時
期
に
板
橋
宿
で
は
ど
の
様
に
し
て
宿
の
存
続
を
計
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
次
に
元
禄
期
に
行
わ
れ
た
宿
場
内
の

御
林
開
発
を
検
討
し
た
い
。

　

江
戸
時
代
初
期
、
板
橋
宿
（
下
板
橋
村
）
に
は
、
御
林
（
御
留
山
）
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
元
和
・
寛
永
期
に
秀
忠
・
家
光
に
よ
り
た
び
た

び
御
鹿
狩
場
と
し
て
利
用
さ
れ
、
そ
の
際
に
は
、
板
橋
宿
内
に
設
け
ら
れ
た
「
御
茶
屋
」
が
利
用
さ
れ
て
い
た
。
か
か
る
御
林
は
、
家
綱
期
以

（
8
）
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降
そ
の
役
割
を
終
え
、
元
禄
期
に
は
開
発
地
に
指
定
さ
れ
、
元
禄
二
（
一
六
八
九
）
年
、
御
林
立
木
御
払
い
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
経
緯
を
記

し
た
も
の
が
次
の
史
料
で
あ
る
。

【
史
料
１
】 

　
　
　
　

乍
恐
書
付
ヲ
以
御
訴
訟
申
上
候

一
、�

下
板
橋
村
名
主
新
左
衛
門
惣
領
三
郎
兵
衛
世
悼
宇
兵
衛
申
上
候
、
同
所
御
林
反
別
四
拾
八
町
之
場
所
、
下
草
御
年
貢
永
弐
貫
文
宛
年
々
差

上
、
先
親
よ
り
御
預
り
申
候
場
所
下
草
苅
来
り
申
候
、
拾（

元

禄

二

年

）

七
年
以
前
細
井
九
左
衛
門
様
御
代
官
所
之
節
、
立
木
御
払
ニ
罷
成
、
其
以
後

九（
元
禄
十
一
年
）

年
以
前
寅
ノ
年
右
之
御
林
跡
地
開
発
被
為
仰
付
、
先
規
よ
り
下
草
苅
来
り
申
候
百
姓
方
江
銘
々
御
割
御
預
ヶ
被
下
候
、
然
所
二
廿
七
年

以
前
私
親
三
郎
兵
衛
相
果
、其
節
私
幼
少
ニ
候
故
跡
役
勤
り
不
申
候
ニ
付
、致
成
人
候
迄
三
郎
兵
衛
弟
伊
兵
衛
ニ
代
役
相
勤
さ
せ
、私
拾
九
・

廿
歳
ニ
罷
成
候
ハ
、家
督
・
役
儀
共
ニ
無
相
違
可
相
渡
旨
祖
父
新
左
衛
門
申
付
候
処
ニ
、拾
七
年
以
前
私
十
四
歳
之
時
祖
父
新
左
衛
門
相
果
、

其
後
伊
兵
衛
儀
新
左
衛
門
と
名
を
改
、
諸
事
相
賄
候
而
家
督
相
渡
シ
不
申
候
ニ
付
、
親
類
共
ヲ
以
跡
式
相
渡
候
様
ニ
と
申
候
得
者
、
却
而
腹

立
仕
我
か
侭
申
掛
候
間
、
不
及
是
非
先
御
代
官
今
井
九
右
衛
門
様
江
御
訴
訟
申
上
候
得
ハ
、
度
々
御
詮
儀
之
上
去
ル
申
ノ
十
二
月
中
双
方

被
召
出
御
裁
許
相
済
、
当
新
左
衛
門
二
茂
相
応
ニ
田
地
御
わ
け
被
下
、
親
家
督
之
儀
ハ
私
ニ
被
為
仰
付
被
下
候
、
然
共
新
左
衛
門
儀
不
埒
成

儀
と
も
有
之
ニ
付
、
名
主
・
問
屋
役
幷
御
林
跡
御
預
ケ
之
新
畑
共
ニ
被
召
上
候
、
依
之
右
被
召
上
候
御
林
跡
地
之
儀
ハ
私
先
祖
御
入
国
已
来

代
々
家
督
ニ
付
所
持
仕
候
間
、
御
慈
悲
ヲ
以
先
規
之
通
御
林
跡
之
新
畑
、
拙
者
ニ
被
為
仰
付
被
下
候
ハ
、
難
有
可
奉
存
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　

宝
永
三
年　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

					







下
板
橋
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　

戊
四
月　
　
　

							










　
　
　

訴
訟
人　
　

宇
兵
衛
㊞

　
　
　
　
　

雨
宮
助
兵
衛
様

　
　
　
　
　
　
　

御
手
代
衆
中

（
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本
史
料
は
、
板
橋
宿
名
主
・
本
陣
を
務
め
る
飯
田
家
の
家
督
争
い
に
か
か
る
史
料
で
あ
る
。
こ
の

訴
状
に
よ
る
と
、
下
板
橋
村
内
御
林
四
八
町
の
土
地
は
、
元
来
年
二
貫
文
の
下
草
銭
で
下
板
橋
村
の

者
に
利
用
権
を
付
与
し
て
い
た
が
、
元
禄
二
年
に
立
木
御
払
い
と
な
り
、
同
十
一
年
に
は
開
発
地
に

設
定
さ
れ
、
利
用
権
が
付
与
さ
れ
て
い
た
人
物
に
開
発
が
命
じ
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
人
物
は
下
板
橋

村
の
高
持
百
姓
で
あ
り
、た
と
え
ば
名
主
を
務
め
て
い
た
飯
田
新
左
衛
門
は
一
町
九
反
六
畝
五
歩
を
、

宿
内
の
寺
院
乗
蓮
寺
は
、
八
反
七
畝
二
四
歩
が
預
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

そ
の
後
御
林
跡
地
は
、「
御
林
之
立
木
御
払
跡
地
之
義
、
所
之
者
共
ニ
御
預
ヶ
、
畑
ニ
開
、
見
取
年

貢
可
納
旨
細
井
九
左
衛
門
相
窺
被
仰
付
、地
面
預
り
候
者
共
畑
ニ
開
、只
今
者
本
田
同
前
ニ
罷
成
候
処
、

見
取
年
貢
計
相
納
無
役
ニ
而
有
之
候
間
、
反
別
割
を
以
此
度
馬
役
銀
為
出
之
候
積
り
」（
後
掲
【
史
料

４
】）
と
、
開
発
が
お
こ
な
わ
れ
当
初
は
見
取
年
貢
地
で
あ
っ
た
が
、
元
禄
十
六
年
に
は
伝
馬
役
を

反
別
割
で
負
担
す
る
こ
と
と
な
る
。
な
お
、
伝
馬
役
負
担
に
つ
い
て
は
次
節
で
述
べ
る
。

　

ま
た
、
こ
の
土
地
は
享
保
十
二
（
一
七
二
七
）
年
（
一
〇
五
石
三
斗
一
升
九
合
）、
享
保
十
九
（
高

五
石
二
斗
八
升
）
年
、
元
文
五
（
一
七
四
〇
）
年
（
高
三
斗
七
升
五
合
）
の
三
度
に
わ
た
り
高
入
が

さ
れ
る
。
当
初
預
地
で
あ
っ
た
が
、
開
発
を
経
て
百
姓
持
地
に
移
行
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
な
お

天
保
年
間
に
お
け
る
御
林
跡
地
の
石
高
な
ど
を
ま
と
め
た
も
の
が
【
表
１
】・【
図
】
で
あ
る
が
、
地

目
は
下
畑
な
ど
で
構
成
さ
れ
、
石
盛
も
低
く
生
産
性
が
低
い
土
地
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
当
地
は

草
木
が
生
い
茂
り
、
ま
た
石
神
井
川
に
落
ち
込
む
傾
斜
地
で
あ
る
こ
と
か
ら
元
来
生
産
性
の
低
い
土

地
と
思
わ
れ
る
が
、
加
え
て
生
産
力
を
低
く
見
積
も
る
こ
と
に
よ
り
宿
の
助
成
と
し
て
設
定
し
た
も

の
と
も
想
定
さ
れ
る
。
預
地
の
下
賜
、
開
発
は
結
果
と
し
て
宿
の
助
成
と
も
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
16
）

（
17
）

【表１】天保年間の新田地目・反別・石高など

地目 石盛
（上田＝15）

反別 石高
町 反 畝 歩 石 斗 升 合

下田 9 2 15 2 5 9
上ノ下畑 7 2 3 1 4 7
中畑 6 2 1 2 15 12 7 5
中ノ下畑 5 4 4 5 15 22 2 7 5
下畑 4 12 9 1 21 51 6 6 8
下ノ下畑 3 4 7 5 15 14 2 6 5
見付畑 2 9 2 18 1 8 5 2
計 22 32 17 102 101 31 34 36
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【
図
】
嘉
永
五
年　

下
板
橋
宿
絵
図
（
板
橋
区
立
郷
土
資
料
館
蔵
「
飯
田
侃
家
文
書
」）

凡例： �線・破線・点線は御林跡地（開発地）の範囲を示す。線の種類は
高入時期を示しており以下の通りである。

　　　未新田：享保12 年、寅新田：享保19 年、申新田：元文5 年
　　　�なお、御林跡地内に点在する抱屋敷地や寺領については未新田内

とした。
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（
三
）
平
尾
宿
の
開
発
と
入
植

　

板
橋
宿
で
は
元
禄
期
に
は
御
林
開
発
に
加
え
、平
尾
宿
（
下
宿
）
の
町
家
立
て
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
次
に
こ
の
問
題
を
取
り
上
げ
た
い
。

　

享
保
九
年
、
古
町
宿
（
中
宿
）
よ
り
松
平
九
郎
左
衛
門
御
役
所
宛
訴
状
の
控
え
が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
主
旨
は
、
類
焼
な
ど
に
と
も
な
い

板
橋
宿
中
宿
が
疲
弊
し
、
中
宿
の
本
陣
に
拝
借
金
を
願
う
と
と
も
に
、
御
伝
馬
役
負
担
者
の
御
救
と
し
て
、「
平
尾
町
ニ
而
泊
宿
不
仕
、
茶
屋
商

売
計
り
仕
」
と
、
古
町
宿
連
印
で
平
尾
宿
で
の
宿
泊
を
止
め
、
茶
屋
町
と
す
る
よ
う
に
求
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
訴
状
の
一
条
に
次
の
内
容

が
見
ら
れ
る
。

【
史
料
２
】

一�

、
孫
右
衛
門
居
宅
古
町
宿
放
レ
平
尾
町
ニ
有
之
候
、
尤
御
水
帳
ニ
町
並
屋
敷
と
付
有
之
候
得
共
、
先
年
は
明
地
多
人
家
同
前
ニ
御
座
候
所
ニ

弐（
元
禄
十
一
、
十
二
年
）

拾
七
、八
年
已
前
竹
木
伐
払
、
町
家
立
申
候
、
殊
ニ
去
卯
六
七
月
自（
マ
マ
）分
よ
り
音
羽
町
潰
ニ
て
茶
屋
共
平
尾
町
へ
大
勢
引
越
し
、
道
中
旅
寵
屋

ま
き
ら
わ
し
き
候
敷
（
マ
マ
）家
作
仕
、
食
盛
差
置
繁
昌
仕
候
故
、
古
町
之
内
ニ
住
居
仕
候
旅
寵
屋
共
も
段
々
平
尾
町
江
引
越
申
様
子
ニ
而
御
座
候
へ
は

弥
以
古
町
潰
レ
と
罷
成
、
御
伝
馬
役
相
勤
可
申
様
無
御
座
候
間
、
茶
屋
町
ニ
被
為
仰
付
、
泊
宿
不
仕
候
様
ニ
被
仰
付
被
下
候
様
ニ
奉
願
上
候
事

　

こ
れ
に
よ
る
と
平
尾
町
（
宿
）
は
、元
禄
十
～
十
一
年
頃
、竹
木
を
切
り
払
い
町
家
立
が
お
こ
な
わ
れ
、検
地
帳
に
は
町
並
屋
敷
と
あ
る
が
、

享
保
年
間
に
は
、
空
き
地
が
多
く
入
家
（
村
方
）
同
前
の
地
で
あ
っ
た
。
し
か
し
享
保
八
年
、
岡
場
所
で
あ
っ
た
護
国
寺
門
前
の
音
羽
町
の
潰

れ
に
伴
い
多
く
の
茶
屋
が
平
尾
町
へ
入
植
し
た
。
平
尾
宿
で
は
飯
盛
女
を
置
き
、
旅
籠
屋
紛
い
の
商
い
に
よ
り
繁
盛
し
、
そ
の
結
果
、
宿
の
中

心
で
あ
っ
た
中
宿
（
古
町
）
の
旅
籠
も
平
尾
宿
に
引
っ
越
し
た
と
す
る
。
無
論
こ
の
こ
と
は
、
本
来
伝
馬
役
を
負
担
し
て
い
た
中
宿
に
と
っ
て

は
由
々
し
き
問
題
で
あ
り
、
平
尾
宿
に
は
旅
籠
屋
を
置
か
ず
、
宿
泊
に
は
供
さ
な
い
茶
屋
町
と
す
る
こ
と
を
願
い
上
げ
て
い
る
。

　

こ
の
音
羽
町
の
入
植
に
つ
い
て
は
、
単
に
音
羽
町
の
住
民
が
平
尾
宿
に
移
住
し
、
居
を
構
え
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
元
禄
期
に
開
発
さ

（
18
）
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れ
る
も
入
家
同
前
で
あ
っ
た
平
尾
宿
の
再
開
発
を
お
こ
な
い
、
平
尾
宿
の
町
場
化
を
企
図
し
た
政
策
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
平
尾
宿
へ
の

入
植
に
つ
い
て
は
、
関
連
史
料
が
あ
ま
り
残
さ
れ
て
い
な
い
が
、
安
永
二
（
一
七
七
三
）
年
、
逆
に
板
橋
宿
よ
り
音
羽
町
へ
の
出
張
店
願
い
が

出
さ
れ
て
お
り
、こ
こ
か
ら
も
平
尾
宿
へ
の
入
植
が
単
な
る
引
越
で
は
無
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。長
文
の
た
め
、必
要
箇
所
の
み
掲
げ
た
い
。

【
史
料
３
】

　
　
　
　

乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候

中
山
道
板
橋
宿
問
屋
・
年
寄
幷
旅
籠
屋
惣
代
久
治
郎
御
願
申
上
候
、
当
宿
之
儀
者
外
宿
と
違
、
旅
人
往
来
之
助
儀
少
ク
、
享
保
年
中
よ
り
段
々

困
窮
仕
、
宿
継
御
着
用
宿
送
等
之
取
計
甚
多
、
江
戸
入
継
人
馬
戻
之
稼
無
之
段
、
格
別
之
御
沙
汰
ニ
被
為　

聞
候
、
去
ル
明（
安
永
）和
元
申
年
八
月
被

為
仰
付
候
者
、
本
宿
・
新
宿
無
格
別
食
売
女
百
五
拾
人
も
御
免
被
成
□
置
難
有
奉
御
請
宿
場
相
談
仕
惣
百
姓
一
統
ニ
難
有
仕
合
ニ
奉
存
、
御
伝
馬

役
相
極
仕
候
処
、
旅
籠
屋
・
地
主
共
之
儀
者
農
人
ニ
而
御
座
候
間
、
地
代
之
余
力
ヲ
以
宿
役
相
勤
来
候
、
前
々
ハ
宿
内
旅
籠
屋
七
拾
弐
軒
ニ
御
座

候
処
、
右
之
者
共
近
来
年
々
家
業
落
り
罷
成
渡
世
取
続
兼
身
上
相
仕
舞
、
当
時
旅
籠
屋
七
軒
な
し
で
ハ
無
御
座
候
、
外
商
売
之
者
共
も
右
ニ
准

シ
段
々
困
窮
難
儀
仕
候
処
、
且
又
当
宿
之
儀
者
品
川
宿
・
千
住
宿
・
其
□
宿
々
と
違
、
地
子
御
用
捨
も
無
御
座
、
其
上
船
入
等
無
之
候
ニ
付
甚

難
義
仕
候
処
、
近
年
相
続
不
作
ニ
御
座
候
間
、
当
時
宿
役
等
も
相
勤
兼
候
程
之
仕
合
ニ
而
難
儀
至
極
仕
候
、
依
之
私
共
乍
恐
此
度
奉
存
付
候
儀
左

ニ
奉
願
上
候

一�

、
前
書
之
趣
ニ
而
宿
内
旅
籠
屋
共
者
不
及
申
一
同
ニ
難
儀
仕
候
ニ
付
、
音
羽
町
江
宿
内
旅
籠
屋
共
出
張
見
世
御
免
被
成
下
置
候
様
奉
願
上
候
、
願

之
通
被
下
被
仰
付
被
下
置
候
ハ
ヽ
、
為
冥
加
壱
ヶ
年
金
七
拾
両
宛
、
年
々
永
久
右
出
張
出
見
世
よ
り
御
上
納
可
仕
候
、
幷
ニ
宿
役
相
続
御
伝

馬
為
助
成
金
、
且
亦
右
出
張
見
世
よ
り
宿
内
江
壱
ヶ
年
ニ
金
五
拾
両
宛
年
々
指
出
シ
可
申
候
、
左
候
ハ
ヽ
旅
籠
屋
共
ハ
不
及
申
宿
内
年
々
莫

太
之
潤
ニ
罷
成
難
有
御
儀
ニ
可
奉
存
候

　
　

但�

、
右
願
之
通
冥
加
金
年
々
相
違
不
仕
候
様
、
為
証
拠
沽
券
金
高
弐
百
両
程
之
家
屋
敷
、
家
賃
指
上
置
可
申
候
、
尤
願
之
通
被
仰
付　

被

（
19
）
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下
置
候
ハ
ヽ
、
早
速
壱
ヶ
年
分
不
残
御
上
納
可
仕
候

（
中
略
）

一
、�
惣
躰
宿
役
等
之
儀
、
音
羽
町
ニ
而
取
計
候
筋
ニ
而
ハ
曽
而
無
御
座
候
、
道
中
指
急
キ
候
軽
キ
者
共
手
廻
シ
之
勝
手
ニ
可
成
儀
ニ
有
之
幷
右
宿
旅
籠

屋
共
渡
世
相
続
仕
、
其
上
御
伝
馬
助
成
金
年
々
宿
内
江
潤
ニ
相
成
候
得
者
乍
恐
永
々
莫
太
之
御
救
ニ
相
成
候
儀
ニ
御
座
候
、
何
卒　

御
慈
悲

ヲ
以
願
之
通
り
被
□（
為
）仰
付
被
下
置
候
ハ
ヽ
、
難
有
仕
合
ニ
奉
存
候
、
以
上
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元
右
衛
門

										














　
　
　

同　
　

宇
兵
衛

										














　
　
　

問
屋　

孫
右
衛
門

										














　
　
　

同　
　

新
左
衛
門

　
　
　
　
　

御
奉
行
所
様

　

こ
れ
に
よ
る
と
、
板
橋
宿
で
は
地
理
的
要
因
か
ら
宿
泊
客
が
お
ら
ず
、
そ
の
た
め
今
度
は
音
羽
町
へ
「
宿
旅
籠
屋
共
渡
世
」
の
た
め
出
張
店

を
設
け
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
出
張
店
よ
り
公
儀
へ
年
七
〇
両
の
冥
加
金
を
上
納
す
る
ほ
か
、
板
橋
宿
へ
「
宿
役
相

続
御
伝
馬
為
助
成
」
と
し
て
年
五
〇
両
を
差
し
出
す
と
し
て
い
る
。
か
か
る
背
景
に
は
明
和
元
（
一
七
六
四
）
年
の
飯
盛
女
の
許
可
、
そ
れ
に
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伴
う
飯
盛
渡
世
の
拡
大
が
想
定
さ
れ
る
が
詳
ら
か
で
は
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
う
し
た
近
隣
岡
場
所
と
の
相
互
融
通
、
そ
れ
に
付
随
す
る

伝
馬
役
助
成
金
を
得
て
宿
を
成
り
立
た
せ
て
い
た
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
。
こ
こ
に
遊
興
地
で
あ
る
江
戸
四
宿
の
経
営
の
特
徴
、
そ
し
て
宿
機
能

を
成
立
さ
せ
る
た
め
の
あ
り
方
を
垣
間
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
そ
し
て
こ
う
し
た
点
も
、
広
義
に
お
い
て
は
板
橋
宿
を
成
り
立
た
せ
る
た
め
の

あ
る
種
の
宿
助
成
と
も
評
価
し
え
よ
う
。

　

こ
こ
ま
で
を
ま
と
め
て
お
き
た
い
。
板
橋
宿
で
は
、
元
禄
年
間
ま
で
の
た
び
重
な
る
宿
場
類
焼
な
ど
に
よ
り
階
層
分
化
が
進
行
し
、
宿
が
退

転
す
る
状
況
に
至
っ
て
い
た
。
そ
う
し
た
宿
の
疲
弊
に
対
し
て
、
元
禄
二
年
に
御
林
の
立
木
切
払
い
が
お
こ
な
わ
れ
、
同
十
一
年
に
は
新
田
開

発
地
と
な
り
御
林
の
管
理
を
任
せ
ら
れ
て
い
た
百
姓
の
預
地
と
さ
れ
、
同
十
六
年
に
は
伝
馬
役
負
担
地
と
も
さ
れ
た
。
か
か
る
御
殿
や
御
林
跡

地
の
利
用
の
あ
り
方
は
、
他
地
域
で
も
散
見
さ
れ
大
同
小
異
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
御
林
地
の
下
草
の
採
取
権
の
付
与
や
開
発
権
を

宿
場
住
民
に
付
与
す
る
こ
と
は
、
宿
後
背
地
に
田
畑
を
抱
え
る
平
野
部
宿
駅
の
宿
助
成
政
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
捉
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
り
、

開
発
の
問
題
を
宿
駅
制
度
と
共
に
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
な
事
例
で
あ
る
。

　

一
方
、
宿
場
で
は
宿
の
維
持
を
図
る
た
め
、
元
禄
期
に
平
尾
宿
の
町
屋
立
て
を
お
こ
な
う
な
ど
宿
の
存
立
に
務
め
て
い
る
。
こ
れ
は
結
果
と

し
て
不
十
分
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
の
ち
に
は
岡
場
所
音
羽
町
よ
り
旅
籠
渡
世
に
か
か
る
人
物
の
入
植
を
お
こ
な
い
宿
機
能
の
維
持
・
再
生
を

図
っ
て
い
る
。
重
要
な
点
は
、
御
林
跡
地
の
開
発
と
平
尾
宿
の
開
発
（
町
屋
立
）
は
、
と
も
に
宿
場
が
退
転
し
て
い
た
元
禄
年
間
に
実
施
さ
れ

た
こ
と
に
あ
る
。
両
者
の
開
発
は
ま
さ
に
板
橋
宿
の
疲
弊
に
伴
っ
て
宿
維
持
の
た
め
に
お
こ
な
わ
れ
た
開
発
と
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
ら
の
開
発
や
入
植
は
、
板
橋
宿
を
成
り
立
た
せ
る
た
め
の
広
義
の
宿
助
成
政
策
の
一
部
と
し
て
考
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
江
戸
近
郊

宿
故
の
独
自
の
助
成
方
法
と
も
位
置
付
け
ら
れ
よ
う
。

　

加
え
て
本
稿
で
特
に
重
視
し
て
お
き
た
い
の
は
、
開
発
地
と
伝
馬
役
負
担
の
関
係
性
で
あ
る
。
平
野
部
宿
駅
に
お
い
て
は
、
例
え
ば
新
田
開

発
に
よ
る
耕
地
の
増
加
、
そ
し
て
そ
れ
に
対
す
る
伝
馬
役
負
担
と
い
っ
た
宿
村
の
機
能
の
問
題
を
統
一
的
に
把
握
す
る
こ
と
が
、
宿
場
の
問
題

を
捉
え
る
上
で
も
重
要
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
次
節
で
述
べ
る
。

（
20
）

（
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）
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三　

板
橋
宿
の
伝
馬
役
負
担

　

前
節
で
は
、
元
禄
年
間
の
宿
内
の
状
況
な
ら
び
に
、
そ
れ
に
伴
う
宿
の
開
発
の
様
相
を
明
ら
か
と
し
た
。
そ
こ
で
は
開
発
地
へ
の
伝
馬
役
負

担
拡
大
の
傾
向
が
見
ら
れ
た
。
本
節
で
は
板
橋
宿
の
伝
馬
役
負
担
地
の
変
遷
か
ら
、
板
橋
宿
の
伝
馬
役
の
あ
り
方
と
そ
の
性
格
を
明
ら
か
に
し

た
い
。

　

そ
こ
で
先
ず
は
、
板
橋
宿
に
お
け
る
伝
馬
役
負
担
の
先
行
研
究
を
概
観
し
て
お
く
。
板
橋
宿
の
伝
馬
役
負
担
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
中
野
達

哉
氏
の
研
究
に
よ
り
一
程
度
明
ら
に
さ
れ
て
い
る
。
中
野
氏
に
よ
る
と
、
板
橋
宿
の
伝
馬
役
は
当
初
軒
別
で
あ
っ
た
が
、
元
禄
年
間
頃
よ
り
数

度
の
仕
法
替
え
が
お
こ
な
わ
れ
、
最
終
的
に
は
高
割
・
間
口
割
り
の
折
衷
で
の
負
担
と
な
っ
た
と
す
る
。
こ
う
し
た
伝
馬
役
の
負
担
変
更
に
つ

い
て
、
中
野
氏
は
「
宿
の
膨
張
・
拡
大
に
よ
り
伝
馬
役
の
負
担
対
象
者
も
拡
大
し
」
た
と
し
、
そ
の
背
景
に
は
、
宿
場
の
繁
栄
、
宿
駅
業
務
の

拡
大
に
伴
う
も
の
と
す
る
。
ま
た
『
板
橋
区
史
』
で
は
、
有
力
百
姓
の
疲
弊
を
指
摘
し
つ
つ
も
、「
高
割
り
か
ら
間
口
割
り
へ
の
変
化
は
、
下
板

橋
宿
が
農
業
中
心
か
ら
宿
場
町
を
中
心
と
す
る
社
会
に
変
容
し
て
き
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
伝
馬
役
負
担
範
囲
の
拡
大
と
は
、
多
く
は
宿
負
担
の
増
加
、
そ
れ
に
よ
る
伝
馬
役
負
担
者
の
階
層
分
解
に
伴
い
拡
大
す
る
も
の
で

あ
り
、
宿
の
繁
栄
と
は
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
。
加
え
て
、
伝
馬
役
負
担
の
変
化
を
指
摘
す
る
も
、
そ
の
詳
細
や
全
体
像
は
必
ず
し
も
詳
ら
か

と
な
っ
て
お
ら
ず
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
さ
ら
な
る
精
緻
な
分
析
が
求
め
ら
れ
る
。

　

で
は
先
行
研
究
、
ま
た
先
に
見
た
開
発
の
問
題
に
留
意
し
つ
つ
、
当
該
期
の
伝
馬
役
負
担
の
流
れ
を
確
認
し
そ
の
変
容
の
理
由
を
探
っ
て
い

き
た
い
。
次
の
史
料
は
、
元
禄
十
六
（
一
七
〇
三
）
年
の
伝
馬
役
仕
法
替
え
の
史
料
で
あ
る
。
当
史
料
に
は
、
元
禄
年
間
に
お
こ
な
わ
れ
た
伝

馬
役
の
仕
法
替
え
の
流
れ
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
長
文
で
あ
る
が
掲
載
し
た
い
。
ま
た
各
年
の
仕
法
替
え
に
つ
い
て
は
、後
掲
の【
表

２
】
に
ま
と
め
た
。

（
22
）

（
23
）
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【
史
料
４
】

　
　
　
　
　

覚

一
、�
中
山
道
武
州
下
板
橋
町
伝
馬
役
之
儀
、
貞
享
四
卯
年
迄
者
百
姓
持
高
ニ
不
構
、
身
体
善
悪
を
見
立
、
御
定
之
通
馬
五
拾
疋
・
人
足
五
拾
人

宛
出
之
勤
来
候
処
、
甲
乙
有
之
段
々
馬
数
致
減
少
伝
馬
役
相
続
難
成
、
元
禄
元
辰
年
西
山
六
郎
兵
衛
御
代
官
所
之
節
、
高
拾
四
石
ニ
而
馬

壱
疋
役
金
弐
両
弐
分
、
人
足
者
高
四
石
ニ
而
壱
人
役
金
三
分
宛
ニ
相
定
、
高
役
之
積
り
申
付
、
役
高
外
之
高
者
役
銀
出
シ
勤
来
候
処
ニ
、
田
地

作
徳
を
以
御
年
貢
役
金
ニ
合
不
申
候
故
、
役
金
之
方
ニ
田
地
を
相
渡
シ
、
又
者
田
地
を
捨
テ
立
退
候
者
共
茂
有
之
ニ
付
、
元
禄
拾
弐
卯
年
細

井
九
左
衛
門
御
代
官
所
之
節
改
之
高
役
を
相
止
、
町
並
間
口
役
ニ
申
付
、
五
拾
疋
・
五
拾
人
之
内
、
拾
弐
疋
・
拾
四
人
者
下
板
橋
町
之
内

入
家
村
江
、
三
拾
八
疋
・
三
拾
六
人
者
町
並
之
小
間
合
千
七
拾
五
間
余
之
所
江
掛
ヶ
、
壱
疋
金
弐
両
弐
分
・
壱
人
金
三
分
之
積
り
を
以
役
銀

割
合
出
之
勤
来
候
所
ニ
、
間
口
計
多
ク
持
候
者
共
難
義
仕
候
旨
、
拙
者
方
江
度
々
訴
出
候
ニ
付
吟
味
仕
候
処
ニ
、
近
年
町
並
致
困
窮
相
見
江

候
間
、
此
度
左
之
通
割
替
可
申
奉
存
候

　

高
九
百
七
拾
六
石
八
斗
九
升
弐
合　

下
板
橋
町
高
辻
也

　
　

内
四
拾
石　
　

問
屋
弐
人
伝
馬
除
之　

壱
人
ニ
付
弐
拾
石
宛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

但
、
有
来
通
居
宅
町
並
共

　
　

残
九
百
三
拾
六
石
八
斗
九
升
弐
合

　
　
　
　

此
訳

　
　

役
馬
五
拾
疋　
　
　

人
足
五
拾
人

　
　
　
　

内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
中

　

高
弐
百
七
拾
弐
石
九
斗
弐
升
六
合						









　
　
　

人
家
組　
　
　

根
村

（
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平
尾　
　
　
　
　
　
　

　

此
馬
拾
弐
疋
・
人
足
拾
四
人　

但
、
馬
壱
疋
ニ
付
高
拾
八
石
壱
斗
九
升
三
合
余

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

人
足
壱
人
ニ
高
五
石
弐
斗

　
　
　

内
壱
疋
者
町
並
之
野
高
ゟ
役
銀
出
ル

　

是
ハ
唯
今
迄
入
家
高
計
ニ
而
拾
弐
疋
・
拾
四
人
勤
候
得
共
、
向
後
町
並
之
野
高
・
役
銀
百
五
拾
匁
宛
年
々
取
之
、
有
来
員
数
可
勤
積
り

　

高
五
百
八
拾
四
石
八
斗
六
升
壱
合						









　
　
　

町
並
野
高

　
　

此
馬
拾
三
疋　

但
馬
壱
疋
ニ
付
、
高
四
拾
壱
石
七
斗
七
升
六
合
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

但
高
者
馬
拾
四
疋
ニ
割

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

役
銀
百
五
拾
匁
宛

　
　
　

此
役
銀
壱
貫
九
百
五
拾
匁

　
　
　
　

外
銀
百
五
拾
匁
ハ
入
家
組
江
役
銀
出
シ
候
積
り

是
者
只
今
迄
小
間
役
ニ
相
勤
候
故
、人
馬
役
除
キ
有
之
候
、依
之
町
並
間
口
計
持
候
族
致
難
義
候
ニ
付
、此
度
吟
味
之
上
相
改
、伝
馬
役
申
付
候
、

但
間
口
役
勤
候
者
共
之
持
候
野
高
ニ
而
候
故
、
入
家
半
減
之
積
り
申
付
候

反
別
三
拾
六
町
四
反
八
畝
廿
八
歩						









　
　
　

武
士
抱
屋
敷
弐
ヶ
所

御
林
跡
見
取
畑　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

此
馬
五
疋

　
　

此
役
銀
七
百
五
拾
匁
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但
馬
壱
疋
ニ
付
、
反
別
七
町
三
反
歩
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

役
銀
百
五
拾
匁
宛

是
ハ
先
年
御
林
之
立
木
御
払
跡
地
之
義
、
所
之
者
共
ニ
御
預
ヶ
、
畑
ニ
開
、
見
取
年
貢
可
納
旨
細
井
九
左
衛
門
相
窺
被
仰
付
、
地
面
預
り
候
者

共
畑
ニ
開
、
只
今
者
本
田
同
前
ニ
罷
成
候
処
、
見
取
年
貢
計
相
納
無
役
ニ
而
有
之
候
間
、
反
別
割
を
以
此
度
馬
役
銀
為
出
之
候
積
り

高
七
拾
九
石
壱
斗
五
合						









町
並
高
辻
小
間
間
数　
　

但
問
屋
場

高
札
場

除
之

　

此
間
口
千
七
拾
五
間
四
尺
六
寸

　
　

此
馬
弐
拾
疋

　
　

此
役
銀
三
貫
目　
　
　
　
　

但
馬
壱
疋
ニ
付
、
小
間
五
拾
三
間
四
尺
七
寸
役
銀
百
五
拾
匁
宛　
　
　

是
ハ
只
今
迄
馬
数
三
拾
八
疋
相
勤
候
得
共
、
此
度
町
並
之
野
高
ゟ
拾
三
疋
、
御
林
跡
地
ゟ
五
疋
、
二
口
合
拾
八
疋
相
勤
候
ニ
付
此
分
減
、
向
後

弐
拾
疋
宛
相
勤
候
積
り

　

人
足
三
拾
六
人　
　
　
　

同
断　
　

小
間
廿
九
間
五
尺
三
寸

　
　

此
役
銀
壱
貫
五
百
四
拾
八
匁　
　
　
　

但
壱
人
ニ
付
、
役
銀
四
拾
三
文
ツ
ヽ

　

年
寄
役
七
人　
　
　
　
　

同
断

　
　

此
役
銀
五
百
廿
五
匁　
　
　
　
　
　
　

但
壱
人
ニ
付
、
小
間
百
五
拾
三
間
四
尺
五
寸

是
ハ
先
年
高
役
之
節
ハ
年
寄
壱
人
ニ
拾
石
ツ
ヽ
引
候
処
ニ
小
間
役
ニ
成
、
野
高
之
分
役
掛
り
不
申
候
故
、
壱
人
ニ
五
石
ツ
ヽ
高
割
之
節
拾
四
石
ニ
而

金
弐
両
弐
分
之
割
を
以
、
銀
五
拾
四
匁
宛
只
今
迄
役
銀
取
来
り
候
得
共
、
此
度
者
野
高
分
ニ
馬
役
申
付
候
ニ
付
、
壱
人
ニ
七
石
宛
之
積
り
、
右
役

金
之
割
ニ
而
可
為
取
之
候
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町
並
小
間
割
之
分　
　

間
口
千
七
拾
五
間
四
尺
六
寸

　
　
　
　

三
口
合
、
銀
五
貫
七
拾
三
匁　
　
　
　
　

平
均
壱
間
ニ
銀
四
匁
七
分
弐
厘

　
　
　

外
ニ
弐
貫
五
百
五
拾
三
匁
減
ス　
　

小
間
ニ
弐
匁
三
分
七
厘
減
ス

右
者
私
御
代
官
所
下
板
橋
町
伝
馬
役
之
儀
、
書
面
之
通
此
度
割
替
申
付
可
然
奉
存
候
、
如
何
可
被
仰
付
候
哉
奉
窺
候
、
以
上

　
　
　
　

元
禄
拾
六
年
未
五
月　
　
　
　
　
　
　

今
井
九
右
衛
門

右
之
通
、
当
月
九
日
於
内
寄
合
相
窺
、
割
替
申
付
候
間
、
書
面
之
趣
を
以
致
内
割
役
銀
出
之
、
人
馬
役
無
滞
可
相
勤
候
、
則
小
割
之
仕
様
、
別

紙
書
付
相
渡
置
候
条
、
可
得
其
意
者
也

　
　
　
　

元
禄
拾
六
年
末
五
月　
　
　

今　

九
右
衛
門

								











　

	

　

下
板
橋
町

									













　
　
　

問
屋

									













　
　
　

年
寄

									













　
　
　

伝
馬
役
之
者
共

　

関
連
資
料
と
併
せ
て
伝
馬
役
の
変
遷
に
つ
い
て
順
を
追
っ
て
見
て
い
こ
う
。
板
橋
宿
の
伝
馬
役
は
貞
享
年
間
ま
で
は
、「
持
高
ニ
不
構
」
ず
、

「
身
体
善
悪
」
で
五
〇
疋
・
五
〇
人
の
人
馬
役
を
負
担
し
て
い
た
。
し
か
し
次
第
に
馬
数
が
減
少
し
た
た
め
、
元
禄
元
年
に
は
、
高
一
四
石
で

馬
一
疋
（
役
金
二
両
二
分
）、人
足
高
四
石
に
て
一
人
（
役
金
三
分
）
を
定
め
て
高
割
と
定
め
て
い
る
。
こ
の
高
役
に
つ
い
て
も
馬
持
の
不
満
が

多
く
、
伝
馬
が
減
少
し
た
こ
と
か
ら
、
元
禄
三
年
に
は
「
向
後
御
伝
馬
役
五
拾
疋
之
員
数
検
分
遣
毎
度
可
相
改
」
と
負
担
者
の
状
況
に
合
わ
せ

負
担
の
免
除
な
ど
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
そ
の
後
元
禄
七
年
に
は
、
問
屋
役
場
地
代
・
帳
付
・
定
使
給
・
役
場
修
復
入
用
な
ど
に
つ
い
て
伝
馬
役

役
金
よ
り
取
り
立
て
て
い
た
こ
と
か
ら
訴
訟
が
発
生
。
伝
馬
役
の
修
正
が
お
こ
な
わ
れ
た
。【
史
料
４
】
に
は
記
載
が
無
い
た
め
、
別
史
料
の

（
25
）

（
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）
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該
当
部
分
の
み
掲
載
す
る
。

【
史
料
５
】

　
　
　
　

御
伝
馬
人
足
五
拾
人
・
馬
五
拾
疋

一
、�

下
板
橋
惣
高
之
内
、
右
問
屋
役
場
高
・
高
札
場
高
、
問
屋
弐
人
、
壱
人
ニ
高
弐
捨
石
宛
、
年
寄
八
人
、
壱
人
ニ
高
五
石
宛
之
分
抜
之
跡
ニ
而
、

馬
壱
疋
高
拾
四
石
・
人
足
壱
人
高
四
石
之
割
ニ
而
不
足
之
分
、
町
並
小
間
之
上
中
下
西
山
六
郎
兵
衛
被
申
付
候
旨
趣
を
以
、
最
前
過
馬
之

分
量
程
減
之
、
五
拾
人
・
五
拾
疋
ニ
都
合
致
候
様
ニ
割
合
可
致
候
、
割
合
之
帳
面
写
御
代
官
所
江
差
出
シ
可
置
候
、
但
年
寄
壱
人
ニ
高
拾
石

宛
之
積
り
、
六
郎
兵
衛
高
役
ニ
被
申
付
候
節
ゟ
抜
有
之
候
得
共
今
般
令
半
減
候
、
但
町
並
小
間
割
ニ
役
場
屋
鋪
幷
名
主
居
宅
之
分
割
合
可

除
之

　

こ
れ
に
よ
る
と
高
割
で
の
不
足
分
は
、
町
並
小
間
の
上
・
中
・
下
割
り
負
担
に
定
め
ら
れ
た
ほ
か
、
年
寄
役
の
免
除
高
を
一
〇
石
か
ら
五
石

へ
減
少
さ
せ
て
い
る
。
板
橋
宿
で
は
、
元
禄
七
年
の
段
階
で
初
め
て
間
口
割
り
が
採
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　
【
史
料
４
】
に
戻
り
た
い
。
こ
の
よ
う
に
高
役
で
の
伝
馬
役
負
担
は
修
正
が
加
え
ら
れ
る
も
、
田
地
の
作
得
と
年
貢
金
が
見
合
わ
な
い
と
の

こ
と
か
ら
、
宿
か
ら
逃
散
す
る
者
が
多
く
、
元
禄
十
二
年
に
は
再
度
の
修
正
が
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
具
体
的
に
は
、
町
並
高
割
を
止

め
間
口
割
り
と
し
、
町
並
間
口
一
〇
七
五
間
余
で
三
八
疋
・
三
六
人
を
、
馬
一
疋
金
二
両
二
分
・
人
足
一
人
金
三
分
で
役
銀
割
り
と
し
て
い
る
。

残
り
の
一
二
疋
・
一
四
人
は
下
板
橋
町
の
う
ち
入
家
村
（
村
方
）
の
負
担
と
し
た
。
な
お
入
家
に
つ
い
て
の
負
担
方
法
は
詳
ら
か
で
は
な
い
が
、

後
に
は
高
割
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
馬
役
・
歩
行
役
と
も
高
割
で
の
負
担
と
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
在
郷
分
へ
の
伝
馬
役
負
担
の
拡
大
を
お
こ
な
う
も
、
な
お
も
町
並
み
間
口
の
負
担
が
加
重
で
あ
っ
た
た
め
か
、
間
口
間
数
が

多
い
者
の
不
満
に
よ
り
、
わ
ず
か
四
年
後
の
元
禄
十
六
年
に
再
び
割
替
え
が
発
生
す
る
。

（
27
）

（
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）
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こ
の
仕
法
を
示
し
た
の
が
【
史
料
４
】
後
半
部
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
る
と
伝
馬
役
負
担
は
、
町
並
小
間
、
町
並
野
高
、
入
家
高
、
御
林
跡

見
取
畑
・
武
士
抱
屋
敷
地
の
四
地
域
に
設
定
し
て
い
る
。
な
お
馬
役
は
全
負
担
地
で
対
応
し
、
歩
行
役
は
町
並
小
間
割
、
入
家
高
で
負
担
す
る

と
い
う
地
域
分
化
を
示
し
て
い
る
。
具
体
的
に
負
担
箇
所
別
の
要
点
と
変
更
点
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
町
並
小
間
は
、
元
禄
十
二
年
仕
法
の

三
八
疋
か
ら
二
〇
疋
の
負
担
に
減
少
し
て
お
り
、
歩
行
役
は
変
化
が
見
ら
れ
な
い
。
な
お
、
小
間
割
り
は
上
間
口
・
中
間
口
・
下
間
口
・
下
々

間
口
の
四
段
を
設
け
、
一
匁
一
分
下
り
で
役
銀
を
徴
収
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
町
並
野
高
は
馬
役
一
三
疋
で
、
町
並
小
間
割
の
負
担
者
と
二

重
負
担
に
な
る
と
の
こ
と
か
ら
、
入
家
高
の
約
半
分
の
四
一
石
七
斗
余
り
で
一
疋
を
負
担
し
て
い
る
。

　

入
家
高
は
元
禄
十
二
年
仕
法
と
同
数
の
馬
役
一
二
疋
負
担
だ
が
、
町
並
高
よ
り
役
銀
一
五
〇
匁
を
与
え
ら
れ
て
お
り
、
実
質
的
に
は
一
一
疋

分
を
負
担
し
て
い
る
。
ま
た
入
家
は
役
銀
で
の
負
担
で
は
な
く
正
人
馬
勤
を
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
当
該
期
、
入
家
は
板
橋
宿
内
で
正
人
馬
勤

め
を
供
出
す
る
場
と
し
て
機
能
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

最
後
に
新
規
に
設
定
さ
れ
た
御
林
跡
見
取
畑
・
武
士
抱
屋
敷
の
負
担
で
あ
る
。
元
禄
十
一
年
に
開
発
さ
れ
た
御
林
開
発
地
は
「
無
役
」
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
反
別
割
り
で
馬
五
疋
の
役
銀
が
賦
課
さ
れ
て
い
る
。
在
郷
へ
の
伝
馬
役
負
担
転
嫁
の
み
な
ら
ず
、
開
発
地
に
対
し
て
伝
馬
役
地

の
拡
大
を
見
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
板
橋
宿
で
は
元
禄
年
間
、「
町
並
致
困
窮
相
見
江
候
」
た
め
に
、
度
々
の
仕
法
替
え
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

で
は
伝
馬
役
負
担
の
あ
り
方
は
、
元
禄
期
以
降
ど
の
様
な
変
遷
を
た
ど
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
関
連
す
る
記
録
は
少
な
い
が
、
寛
政
十
二

（
一
八
〇
〇
）
年
の
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。
確
認
す
る
と
、
元
禄
十
六
年
と
お
お
よ
そ
負
担
割
合
は
同
じ
だ
が
、
入
家
高
の
な
か
か
ら
「
平

尾
」
が
除
外
、
町
並
野
高
よ
り
出
さ
れ
て
い
た
馬
役
一
疋
分
の
役
銀
が
無
く
な
り
、
負
担
分
が
二
疋
減
じ
て
い
る
（
整
合
し
な
い
が
不
明
）。

寛
政
期
に
は
、
平
尾
は
宿
と
し
て
町
場
を
形
成
し
た
た
め
入
家
高
か
ら
除
外
さ
れ
、
町
並
間
口
割
り
に
加
え
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
平

尾
宿
は
元
禄
期
か
ら
お
こ
な
わ
れ
た
宿
立
て
の
結
果
、
寛
政
期
に
は
制
度
的
に
も
町
場
化
し
た
も
の
と
捉
え
た
い
。

　

ま
た
、
元
禄
期
に
「
御
林
跡
見
取
畑
」
で
あ
っ
た
地
は
、
高
入
に
伴
い
地
目
が
「
新
田
高
」
に
、
負
担
方
法
が
、
反
別
割
か
ら
高
割
（
高

（
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二
二
石
一
斗
九
升
四
合
余
で
馬
一
疋
）へ
変
化
し
て
い
る
。
馬
役
負
担
数
に
は
変
化
が
見
ら
れ
な
い
が
、

新
田
高
と
し
て
恒
常
的
に
把
握
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。「
新
田
高
」
に
つ
い
て
は
、
入
家
高
よ
り
負

担
は
軽
い
が
、町
高
よ
り
も
重
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。「
助
成
」
と
し
て
宿
に
下
げ
渡
さ
れ
た
故
に
、

相
応
の
伝
馬
役
負
担
が
発
生
し
た
と
言
え
よ
う
。

　

最
後
に
、
天
保
二
（
一
八
三
一
）
年
の
伝
馬
役
負
担
を
確
認
し
た
い
（【
表
３
】）。
負
担
人
馬
数
や

負
担
間
口
、
石
高
な
ど
は
不
明
だ
が
、
伝
馬
役
負
担
地
、
役
銀
と
も
に
元
禄
年
間
と
大
差
無
い
こ
と
が

確
認
で
き
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
板
橋
宿
で
は
、
元
禄
年
間
に
定
ま
っ
た
伝
馬
役
負
担
が
お
お
よ
そ
江
戸

時
代
を
通
し
て
踏
襲
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
こ
ま
で
を
ま
と
め
た
い
。
板
橋
宿
の
伝
馬
役
負
担
の
仕
法
替
え
は
、次
の
通
り
に
お
こ
な
わ
れ
た
。

　

①
貞
享
四
年
ま
で　

持
高
に
拘
わ
ら
ず
身
体
善
悪
で
負
担

　

②
元
禄
元
年　
　
　

町
並
高
割

　

③
元
禄
三
年　
　
　

伝
馬
役
負
担
者
の
状
況
に
即
し
負
担
の
軽
重
を
決
め
る

　

④
元
禄
七
年　
　
　

町
並
高
割
の
不
足
分
を
町
並
間
口
割
り
。
年
寄
役
の
免
除
高
減
少

　

⑤
元
禄
十
二
年　
　

町
並
高
割
か
ら
町
並
間
口
割
り

　

⑥
元
禄
十
六
年　
　

�

町
並
（
間
口
割
り
・
高
割
）、
在
郷
分
（
高
割
）、
御
林
跡
地
・
武
士
抱
屋
敷
（
反

別
割
、
の
ち
高
割
）

　

こ
う
し
た
数
度
の
仕
法
替
え
は
、
元
禄
年
間
の
宿
の
退
転
や
宿
場
の
状
況
を
鑑
み
て
お
こ
な
わ
れ
た
も
の
で
、
伝
馬
役
負
担
の
平
準
化
を
目

的
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
板
橋
宿
の
先
行
研
究
が
示
す
「
繁
昌
」
し
た
宿
の
姿
は
確
認
出
来
な
い
。

　

一
方
、
高
役
化
や
伝
馬
役
負
担
の
地
域
分
化
な
ど
の
あ
り
方
は
基
本
的
に
は
先
行
研
究
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
平
野
部
宿
駅
と
同
様
の
動

【表3】天保2年　伝馬役銀負担割合
馬役50人　 1疋 　銀150匁
出役50人 1人 　銀43匁

村高976石8斗9升2合

町方1石につき 3匁5歩9厘
野高1石につき 居村部分 8匁2歩5厘
屋敷上間口 6匁4厘
屋敷中間口 4匁9歩4厘
屋敷下間口 3匁8分4厘
屋敷下々間口 2匁7歩4厘
新田高　1石につき 御林跡地 6匁4歩2厘

典拠：「飯田侃家文書」
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き
を
示
す
と
い
え
る
。
し
か
し
板
橋
宿
の
場
合
、
一
度
は
高
役
化
と
な
る
も
、
最
終
的
に
は
、
間
口
割
り
を
中
心
と
し
た
折
衷
的
な
伝
馬
役
負

担
と
な
る
こ
と
に
特
徴
が
見
ら
れ
る
。
加
え
て
板
橋
宿
の
伝
馬
役
負
担
を
考
え
る
上
で
重
要
な
点
は
、
元
禄
年
間
の
宿
内
状
況
で
あ
る
。
前
節

で
確
認
し
た
と
お
り
、
元
禄
年
間
は
宿
の
疲
弊
、
そ
れ
に
伴
う
宿
の
開
発
期
に
も
相
当
す
る
。
こ
う
し
た
時
期
に
伝
馬
役
負
担
の
仕
法
替
え
も

ま
た
大
き
な
変
化
を
生
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
開
発
さ
れ
た
御
林
跡
地
や
町
屋
立
て
が
お
こ
な
わ
れ
た
平
尾
宿
に
も
伝
馬
役
が
賦
課

さ
れ
て
い
く
こ
と
と
な
る
。
こ
の
様
に
、
宿
場
を
考
え
る
上
で
は
、「
村
」
と
「
宿
」
の
両
者
の
政
策
、
動
き
を
リ
ン
ク
さ
せ
て
捉
え
る
こ
と

が
重
要
な
視
点
と
考
え
る
。ま

と
め
に
か
え
て

　

本
稿
で
は
、
板
橋
宿
の
元
禄
年
間
頃
の
地
域
開
発
な
ら
び
に
伝
馬
役
負
担
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
改
め
て
ま
と
め
る
こ
と
は
避
け
る
が
、
要

点
の
み
記
し
た
い
。

　

板
橋
宿
で
は
、
元
禄
年
間
の
宿
場
類
焼
な
ど
に
伴
う
宿
の
退
転
、
階
層
の
分
化
、
馬
数
の
減
少
な
ど
に
よ
り
宿
駅
機
能
の
破
綻
が
招
来
さ
れ

た
。
公
儀
や
宿
で
は
こ
う
し
た
事
態
に
対
し
、
宿
内
に
所
在
し
た
御
林
の
立
木
払
い
、
跡
地
の
開
発
、
平
尾
宿
の
町
家
立
な
ど
を
お
こ
な
い
宿

の
再
生
を
図
っ
た
。
加
え
て
安
永
年
間
頃
に
は
護
国
寺
門
前
の
岡
場
所
で
あ
る
音
羽
町
か
ら
の
茶
屋
の
入
植
な
ど
も
お
こ
な
わ
れ
た
。
こ
う
し

た
地
域
開
発
は
、
板
橋
宿
を
成
り
立
た
せ
る
た
め
の
政
策
で
あ
り
、
広
義
の
宿
助
成
政
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
か
か
る

地
域
開
発
に
伴
っ
て
、
伝
馬
役
負
担
の
あ
り
方
も
ま
た
変
化
、
あ
る
い
は
開
発
地
へ
の
負
担
転
嫁
を
見
せ
た
。
こ
の
こ
と
は
平
野
部
宿
駅
の
伝

馬
役
を
考
え
る
場
合
、
開
発
な
ど
村
方
の
問
題
と
、
宿
方
の
問
題
を
一
体
と
し
て
捉
え
て
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て

い
る
。

　

最
後
に
板
橋
宿
の
伝
馬
役
負
担
の
特
徴
を
考
え
た
場
合
、次
の
点
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
板
橋
宿
は
、典
型
的
な
平
野
部
宿
駅
で
あ
る
が
、
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先
行
研
究
が
示
す
よ
う
な
高
割
り
で
の
伝
馬
役
負
担
で
は
な
く
、
宿
並
間
口
割
り
を
中
心
と
し
つ
つ
、
宿
並
高
割
、
地
域
割
り
を
加
え
た
折
衷

的
な
伝
馬
役
負
担
を
と
っ
た
。
こ
れ
は
板
橋
宿
が
典
型
的
な
平
野
部
宿
駅
で
あ
り
つ
つ
も
、
や
は
り
江
戸
近
郊
の
商
業
都
市
と
し
て
、
ま
た
近

世
中
後
期
以
降
遊
興
地
と
し
て
発
展
す
る
板
橋
宿
特
有
の
性
格
に
よ
る
も
の
と
想
定
さ
れ
る
。
こ
こ
に
「
江
戸
近
郊
」
宿
故
の
姿
を
垣
間
見
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

年
代

村
高
・
役
高

内
　
　
訳

石
高
・
間
口
・
反
別

負
担
人
馬

負
担
割
合

役
金

役
金
計

元
禄
7年

1694

下
板
橋
惣
高
（
970石

余
）

内
、
問
屋
役
場
高
・

高
札
場
高
、
問
屋
2人
1人
高
10石
宛
除
く

年
寄
8人
1人
高
5石
除
く

馬
1疋

970石
余

50疋
高
14石
で
馬
1疋

2両
2分

125両
人
足
1人

50人
高
4石
で
人
足
1人

3分
37両
2分

高
役
で
不
足
の
分
、
町
並
小
間
の
上
中
下
割

（
役
場
屋
鋪
・
名
主
居
宅
除
く
）

―
―

―
―

―

元
禄
12年

1699
970石

余
町
並
小
間

間
口
1075間

余
38疋

金
2両
2分
で
馬
1疋

2両
2分

125両
36人

金
3分
で
人
足
1人

3分
37両
2分

板
橋
町
入
家
村

（
在
郷
部
分
）

―
12疋
�

14人
―

―
―

元
禄
16年

1703

下
板
橋
宿
宿
高

　
976石

8斗
9升
2合

内
、
問
屋
役
高
2人
分
40石
除

残
936石

8斗
9升
2合

入
谷
組
�

　
山
中
�

　
根
村
�

　
平
尾

272石
9斗
2升
6合

12疋
18石
1斗
9升
3合
余
で
馬
1匹
�

（
1疋
分
は
町
並
野
高
よ
り
出
銀
）
（
150匁

）（
1貫
650匁

）

14人
5石
2斗
で
人
足
1人

（
43匁
）
（
1貫
548匁

）

町
並
野
高

584石
8斗
6升
1合

13疋
41石
7斗
7升
6合
で
馬
1疋
�

（
14疋
で
割
、1疋
分
は
入
谷
組
へ
）
150匁

1貫
950匁

町
並
高
辻
�

（
問
屋
場
・
高
札
場
は
除
く
）

79石
1斗
5合

間
口
1075間

4尺
6寸

20疋
小
間
53間
4尺
7寸
で
馬
1疋

150匁
3貫

36人
小
間
25間
5尺
3寸
で
人
足
1人

43匁
1貫
548匁

年
寄
役

7人
小
間
153間

4尺
5寸
で
1人

75匁
525匁

御
林
跡
見
取
畑
、
武
士
抱
屋
敷
2
ヶ
所

36町
4反
8畝
28歩

5疋
反
別
7町
3反
歩
で
馬
1疋

150匁
750匁

寛
政
12年

1800
1087石

8斗
6升
6合

字
、
山
中
・
根
村
高

272石
9斗
2升
6合

10疋
18石
1斗
9升
3合
で
馬
1匹

不
明

不
明

14人
9石
9升
6合
5勺
で
人
足
1人

町
高

584石
8斗
6升
1合

14疋
41石
7斗
7升
7合
で
馬
1疋

町
並
小
間

間
口
1075間

4尺
20疋

小
間
53間
4尺
余
で
馬
1疋

36人
小
間
29間
5尺
余
で
人
足
1人

新
田
高

110石
9斗
7升
1合

5疋
高
22石
1斗
9升
4合
余
で
馬
1疋

典
拠
：「
飯
田
侃
家
文
書
」、『
板
橋
区
史
』
通
史
編
上
を
加
筆

【
表
２
】
板
橋
宿
伝
馬
役
負
担
変
遷
一
覧
表
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註

（
1
）　

丸
山
雍
成
『
近
世
宿
駅
の
基
礎
的
研
究
』
第
一　

四
章
人
馬
継
立
と
戸
田
渡
船
場
（
吉
川
弘
文
館　

一
九
七
五
）、
同
『
日
本
交
通
史
の
研
究
』
第
二
章

二
節
「
近
世
宿
駅
研
究
上
の
若
干
の
問
題
」（
吉
川
弘
文
館　

一
九
八
九　

初
出
は
「
近
世
宿
駅
研
究
の
若
干
の
問
題
」（『
交
通
史
研
究
』
二
号　

一
九
八
〇
））
な
お
、
丸
山
氏
の
伝
馬
役
の
高
役
化
に
対
し
て
は
、
渡
辺
信
夫
氏
の
、
高
割
化
は
石
高
制
で
は
な
く
宿
の
階
層
分
化
と
内
部
構
造
の
変
化
に

よ
る
も
の
と
す
る
評
価
や
、
伝
馬
役
の
「
町
役
」
の
変
質
の
意
味
を
指
摘
す
る
深
井
甚
三
氏
の
指
摘
も
み
ら
れ
る
。（
渡
辺
信
夫
「
街
道
と
水
運
」（『
岩
波

講
座
日
本
歴
史　

十
』
一
九
八
〇
）、
深
井
甚
三
「
書
評
丸
山
雍
成
著
『
近
世
宿
駅
の
基
礎
的
研
究
』
第
一
・
第
二
」（『
交
通
史
研
究
』
創
刊
号
、

一
九
九
七
））

（
2
）　

土
田
良
一
『
近
世
宿
駅
の
歴
史
地
理
学
的
研
究
』（
吉
川
弘
文
館　

一
九
九
四
）

（
3
）　

当
家
の
由
緒
に
よ
る
と
、
飯
田
家
は
本
国
は
信
濃
国
、
往
古
は
木
曾
義
仲
の
家
臣
。
初
代
右
馬
允
家
貞
は
山
陰
地
方
の
豪
族
で
、
豊
臣
秀
吉
よ
り

千
五
百
貫
を
領
賜
。
大
坂
冬
の
陣
を
豊
臣
方
の
招
き
で
参
陣
、手
勢
三
〇
〇
を
率
い
て
戦
い
、緒
戦
「
今
福
の
戦
い
」
で
矢
野
正
倫
（
元
伯
耆
米
子
藩
士
）、

嫡
男
佐
市
郎
貞
秀
と
と
も
に
戦
死
し
た
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
家
貞
の
次
男
貞
栄
は
武
田
家
退
身
の
お
り
豊
島
郡
中
台
村
に
移
り
、
後
に
馬
場
村
（
後
の
下

板
橋
村
）
の
草
分
名
主
と
な
り
、「
板
橋
駅
田
地
三
百
石
」
を
所
持
、
御
林
四
〇
町
歩
の
管
理
を
お
こ
な
っ
た
と
さ
れ
る
。

（
4
）　

中
山
道
宿
駅
の
地
子
免
除
は
、
六
七
宿
中
二
九
宿
で
あ
る

（
5
）　

飯
田
侃
家
文
書
「
艮
古
書
集
」

（
6
）　
「
宿
村
大
概
帳
」
に
よ
る
。
な
お
、
寛
政
十
二
年
の
史
料
に
よ
る
と
本
陣
建
坪
は
九
五
坪
と
あ
る
（
飯
田
侃
家
文
書　

寛
政
十
二
年
「
御
分
間
御
絵
図
御

用
宿
方
明
細
書
上
帳
」）

（
7
）　

こ
う
し
た
視
点
で
は
、
江
戸
四
宿
全
体
を
俯
瞰
す
る
研
究
で
あ
る
、
下
野
寛
介
「
境
界
か
ら
関
門
へ
―
江
戸
四
宿
の
変
化
か
ら
み
た
首
都
性
」（
大
石
学

編
『
近
世
首
都
論　

都
市
江
戸
の
機
能
と
性
格
』
岩
田
書
院　

二
〇
一
三
）
や
、
同
じ
く
関
門
の
問
題
を
取
り
扱
っ
た
、
拙
稿
「
板
橋
宿
の
木
戸
・
関
門

に
つ
い
て
の
一
考
察
」（『
板
橋
区
立
郷
土
資
料
館
紀
要
』
十
八
号　

二
〇
一
一
）
な
ど

（
8
）　

飯
田
侃
家
文
書
「
巽
古
書
集
」

（
9
）　

な
お
判
明
し
て
い
る
限
り
、
宿
場
類
焼
は
、
寛
永
十
八
（
一
六
四
一
）
年
、
天
和
元
（
一
六
八
一
）
年
・
元
禄
七
（
一
六
九
四
）
年
・
元
禄
十
二
年
・

天
明
五
（
一
七
八
五
）
年
な
ど
に
発
生
し
て
い
る
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（
10
）　

元
禄
七
年
『
甲
戌
旅
行
日
記
』（
金
沢
市
立
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵
）

（
11
）　

土
田
良
一
『
近
世
宿
駅
の
歴
史
地
理
学
的
研
究
』
三
章
「
街
道
別
人
馬
継
立
数
の
変
遷
」（
吉
川
弘
文
館　

一
九
九
四　

初
出
は
「
江
戸
時
代
に
お
け
る

街
道
交
通
量
」（『
歴
史
地
理
学
』
一
一
七
号　

一
九
八
二
））

（
12
）　

な
お
、『
板
橋
区
史
』
で
は
、
当
史
料
の
当
年
の
宿
場
類
焼
の
翌
春
に
は
ほ
と
ん
ど
の
家
が
建
て
直
さ
れ
て
い
る
記
述
か
ら
、「
元
禄
期
に
は
板
橋
宿
が

賑
わ
い
（
中
略
）
活
力
の
あ
る
ま
ち
と
な
っ
て
い
た
様
子
が
う
か
が
え
る
」
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
前
記
の
史
料
内
容
、
ま
た
公
金
に
よ
る
立
て
直
し

は
宿
場
繁
栄
を
示
す
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
宿
場
か
ら
の
願
書
で
は
あ
る
が
、
史
料
で
は
「
小
屋
掛
ヶ
躰
ニ
而
御
座
候
間
、
往
来
旅
人
之
休
泊
も
無
御

座
弥
追
々
困
窮
仕
」と
さ
れ
て
い
る
。
当
該
期
の
様
々
な
宿
機
能
の
変
更
を
併
せ
て
考
え
る
な
ら
ば
、発
展
的
な
宿
場
像
を
描
く
こ
と
に
は
注
意
を
要
す
る
。

元
和
八
年
の
宿
類
焼
の
記
述
か
ら
宿
の
繁
栄
で
は
な
く
、
ま
さ
し
く
疲
弊
す
る
宿
場
を
イ
メ
ー
ジ
す
べ
き
と
考
え
る

（
13
）　
『
板
橋
区
史
』
通
史
編
。
ま
た
当
該
期
の
本
百
姓
の
没
落
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
中
山
道
板
橋
宿
に
お
け
る
本
陣
の
成
立
と
御
茶
屋
・
御
林
」（ 

『
板
橋

区
立
郷
土
資
料
館
紀
要
』
二
十
号
、
二
〇
一
五
）
に
も
詳
し
い

（
14
）　

御
林
と
鷹
狩
り
に
つ
い
て
は
、
註
13
拙
稿

（
15
）　

飯
田
家
文
書
宝 

永
三
年
四
月
「
下
板
橋
村
御
林
跡
地
新
畑
相
続
願
」（『
板
橋
区
史
』
資
料
編
三
掲
載
）

（
16
）　

飯
田
家
の
家
督
に
つ
い
て
は
、『
板
橋
区
史
』、
ま
た
拙
稿
「
板
橋
宿
飯
田
家
の
系
譜
と
本
陣
・
名
主
役
」（
板
橋
区
教
育
委
員
会
『
板
橋
宿
の
歴
史
と
史

料
』　

二
〇
一
七
）
に
詳
し
い

（
17
）　

乗
蓮
寺
文
書

（
18
）　

飯
田
侃
家
文
書　
「
巽
古
書
集
」
所
収
（
註
16
『
板
橋
宿
の
歴
史
と
史
料
』
掲
載
）

（
19
）　

飯
田
侃
家
文
書　

安
永
二
年
二
月
「
板
橋
宿
困
窮
の
助
成
の
た
め
板
橋
宿
旅
籠
屋
ど
も
へ
茶
屋
商
売
仰
せ
付
け
願
い
」
註
16
（『
板
橋
宿
の
歴
史
と
史
料
』

掲
載
）

（
20
）　

関
連
資
料
と
し
て
、安
永
二
年
二
月
「
板
橋
宿
へ
出
張
見
世
差
し
出
す
旨
議
定
證
文
」、「
音
羽
町
に
旅
籠
屋
出
張
見
世
に
つ
き
一
札
」（
い
ず
れ
も
仮
題
、

飯
田
侃
家
文
書
「
艮
古
書
集
」
所
収
）

（
21
）　

な
お
、
丸
山
雍
成
氏
は
「
新
田
検
地
以
後
の
新
開
の
地
に
は
伝
馬
役
が
賦
課
さ
れ
ぬ
場
合
も
少
な
か
っ
た
」
と
さ
れ
る
（
丸
山
康
成
『
近
世
宿
駅
の
基

礎
的
研
究
』
第
一　

三
三
八
頁
（
吉
川
弘
文
館　

一
九
七
五
））

（
22
）　

中
野
達
哉
「
近
世
前
期
中
山
道
板
橋
宿
の
名
主
・
問
屋
役
に
つ
い
て
」（『
駒
沢
史
学
』
五
五　

二
〇
〇
〇
）、『
板
橋
区
史
』
通
史
編
、第
三
章
第
二
節
（
執
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筆
者
、
中
野
達
哉
）（
一
九
九
八
）

（
23
）　
『
板
橋
区
史
』
通
史
編

（
24
）　

飯
田
侃
家
文
書　

元
禄
十
六
年
五
月　
「
下
板
橋
町
伝
馬
役
銀
内
割
に
つ
き
申
渡
覚
写
」（『
板
橋
区
史
』
資
料
編
三
掲
載
）

（
25
）　

な
お
、
隣
宿
蕨
宿
の
文
政
二
年
の
例
で
は
、
馬
一
匹
分
は
高
一
五
石
以
上
と
あ
る

（
26
）　

飯
田
侃
家
文
書　
「
御
伝
馬
役
銀
仕
法
書
之
写
」
所
収

（
27
）　

飯
田
侃
家
文
書　

元
禄
七
年
閏
五
月
「
下
板
橋
宿
伝
馬
高
割
過
金
出
入
に
つ
き
支
配
代
官
申
付
覚
写
」

（
28
）　

な
お
、『
板
橋
区
史
』
で
は
、
元
禄
十
二
年
の
仕
法
替
え
を
「
高
割
か
ら
間
口
割
り
」
と
評
価
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
宿
並
部
分
に
限
る
高
割
か
ら
間
口

割
り
へ
の
変
更
の
誤
り
で
あ
る

（
29
）　

関
連
資
料
と
し
て
、
飯
田
侃
家
文
書　

元
禄
十
六
年
五
月
「
板
橋
宿
町
並
役
銀
取
立
て
方
申
渡
書
」（「
御
伝
馬
役
銀
御
仕
法
書
之
写
幷
別
紙
書
付
之
写
」

所
収　

註
16
『
板
橋
宿
の
歴
史
と
史
料
』
掲
載
）


